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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
弊
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
多
大
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
終
戦
か
ら
70
年
が
経
ち
、
我
が
国

で
は
、
終
戦
の
年
か
ら
１
９
５
０
年
ま
で
に
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
「
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
」の
方
々
が
前

期
高
齢
者
（
65
歳
〜
74
歳
）に
到
達
し
高
齢
者
人
口

が
約
３
，５
０
０
万
人
と
な
り
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
も
約
30
％
に
ま
で
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
労
働
力
と
な
る
15
歳
か
ら
64
歳
迄

の
「
生
産
年
齢
人
口
」は
、
昨
今
の
少
子
化
傾
向
も

あ
り
、
１
９
９
０
年
代
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
８
，０
０
０
万
人
を

割
り
込
ん
で
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
約
60
％
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
総
人
口
も
減
少
を
続
け
て
お
り

２
０
５
０
年
に
は
１
億
人
を
割
り
込
む
と
見
通
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会

に
突
入
し
た
我
が
国
の
将
来
に
お
い
て
は
、
増
え
続

け
る
高
齢
者
の
方
々
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
社

会
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

社
会
保
障
費
や
介
護
負
担
の
増
大
な
ど
の
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
ご
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
土
地
で
お
元
気
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
受
け
皿
を
整
備
し
、
社
会
全
体
で
高
齢
者
の
方
々

を
活
か
し
生
活
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
先
立
つ
も
の
と
し
て
お
体
が
健

康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
弊
グ
ル
ー
プ
で
は
、
か
ね
て
よ
り
「
健
康
寿
命
づ

く
り
」を
理
念
に
掲
げ
、
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
活
き
活
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
医
療

と
福
祉
双
方
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　
本
年
は
、
私
自
身
も
先
頭
に
立
ち
、
職
員
一
同
が

一
つ
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
最
善
を
尽
く
し
て
、
よ
り

一
層
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
せ
る
よ
う
研
鑽
を

重
ね
て
参
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
本
年
も
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
穏

や
か
で
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
陽
光
会

    

理
事
長
　
高
玉 

真
光

の
ご
挨
拶

理
事
長
・
施
設
長
に
よ
る
毎
年
恒
例
の

「 

元
旦
お
屠
蘇
配
り 

」

天
候
に
も
恵
ま
れ
入
居
者
の
皆
様
と
と
も
に

晴
れ
や
か
な
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

元
旦
の
風
景



■ ひどい頭痛がする　

■ 体の半身が動かしにくい

■ 体の感覚がおかしい

■ ろれつが回らない

■ 言葉が思い出せない

■ 視野が狭くなった　etc…
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予防と治療

早
期
受
診

　
脳
出
血
は
ほ
と
ん
ど
予
兆
が
な

く
、
突
然
発
症
し
て
し
ま
う
病
気

で
す
。

　

（
図
４
）
の
よ
う
な
症
状
が
み

ら
れ
た
場
合
に
は
早
急
に
専
門
の

医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　
（
公
財
）
老
年
病
研
究
所
附
属

病
院
で
は
専
門
の
脳
神
経
外
科
外

来
の
ほ
か
、
脳
検
診
・
脳
ド
ッ
ク

※第２・第４土曜、毎週日曜休診

診察時間 月 火 水 木 金 土 日
午前

８：30〜11：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

午後
１：30〜４：00 × ○

（15：00まで）
○

（15：00まで） ○ ○ × ×

（公財）老年病研究所附属病院
〒371-0847　群馬県前橋市大友町3-26-8  ☎ 027-253-3311

脳
脳
出
血
と
は
？

　
脳
の
血
管
が
切
れ
て
出
血
を
起

こ
し
、
脳
細
胞
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
り
、
出
血
に
よ
り
脳
が
圧
迫
さ

れ
意
識
が
悪
く
な
る
こ
と
が
脳
出

血
の
代
表
的
な
症
状
で
す
。

　
欧
米
よ
り
も
ア
ジ
ア
の
人
に
多

い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

脳
出
血
の
要
因

　
脳
出
血
に
は
偏
っ
た
食
事
や
運

動
不
足
・
過
度
の
飲
酒
・
喫
煙
と

い
っ
た
生
活
習
慣
に
か
か
わ
る

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
「
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
」
が
三

大
危
険
因
子
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
遺
伝
が
引
き
金
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

一
般
的
に
は
食
事
や
運
動
な
ど
の

生
活
習
慣
が
よ
り
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
脳
出
血
を
防
ぐ
に
は

生
活
習
慣
の
改
善
が
不
可
欠
で
す
。

発
見
す
る
に
は
？

　
脳
出
血
は
血
管
が
破
れ
て
発
症

し
ま
す
。

■ 定位的血腫除去術
①頭部に金属製のフレームを固定する。

②目標部位にむけて専用アームを取り
　付け穿刺管を挿入する。

③注射器で陰圧をかけ血腫を吸引する。

治
療
の
あ
と
の

後
遺
障
害

　
治
療
に
よ
り
出
血
は
き
れ
い
に

除
去
さ
れ
た
と
し
て
も
、
一
度
壊

れ
た
神
経
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
壊
れ
た
神
経
の
症
状
は
後

遺
症
と
し
て
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
を
起
こ
す
と
、
ほ
ぼ
完

全
に
よ
く
な
る
人
は
20
％
・
何
と

か
自
立
で
き
る
ま
で
に
回
復
す
る

人
は
40
％
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　現在、国内では１年間で約30万人が脳卒中（脳出血や脳梗塞

などの脳血管障害の総称）を発症しており、死亡原因ではガン・

心疾患に次いで第３位となっています。

　日々の生活で次のことを心掛け生活習慣を改善し、脳出血を予

防しましょう。

①血圧を下げる（140/90mmHg未満）

血圧が高い人ほど脳出血の発症リスクが高まる傾向にあります。

血圧を下げる治療を受けると脳卒中発症の危険度が約40%低下する

と言われています。

定期的にご家庭で血圧を測定し高血圧であれば病院で治療を受け

ましょう。

②緑黄色野菜や果物を毎日適量とり塩分や動物性脂質を控える

野菜や果物にはカリウム・カルシウム・マグネシウムなどが多く含まれ

ておりこれらは血圧を低下させる効果があります。

また、高血圧の原因となる塩分を1日6g以下に抑え、肉より魚中心の

食生活を心掛けましょう。

③食べ過ぎに注意

ご自身の適正体重を把握し、近づけるように食事量を調整しましょう。

■ 適正体重=身長（m）×身長（m）×22

　 ※身長170㎝の場合:1.7m×1.7m×22=63.58kg

④過剰な飲酒を避ける

飲酒は、一時的には血行を良くする効果があります。

しかし、長期間にわたる過剰な飲酒は血圧を上昇させてしまい肝臓に

負担をかけます。

肝臓は血液を止める因子を作る大切な場所なので、肝機能障害を持っ

ていると出血が止まらずに重症化することもあります。

ビールなら中瓶1本・日本酒なら1合程度に留めましょう。

⑤適度な運動を行う

運動は動脈硬化の予防にもなりますので、ご家庭での階段掃除や雑巾

がけでもよいので体を動かす習慣をつけ、毎日の運動を心掛けましょう。

散歩や軽いジョギングは認知症の予防にもなるのでお薦めです。

出血

ご存知ですか？日常生活の予防ポイント

公益財団法人老年病研究所附属病院　診療部長（ 脳神経外科 ）

日本脳神経外科学会専門医
日本脳神経血管内治療学会専門医
日本血管内視鏡学会専門医
認知症サポート医

高 玉  真
Takatama  Shin

（公財）老年病研究所附属病院 設置CT
（東芝メディカル社 Multi Slice CT Aquilion 16）

　
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化

な
ど
の
疾
患
が
原
因
と
な
り
、
手

足
の
麻
痺
や
し
び
れ
な
ど
の
前
触

れ
が
な
く
発
症
す
る
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
疾
患
を
前
兆
と
し
て

と
ら
え
て
日
々
の
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、現
在
で
は
Ｃ
Ｔ
検
査
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）
に
よ

る
早
期
診
断
も
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
「
何
か
お
か
し
い
」
と

感
じ
た
ら
、
早
目
に
病
院
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

　
当
院
で
も
高
精
度
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
の
検
査
機
器
を
充
実
さ
せ

て
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
図
1
）

CTで頭部を水平に輪切りにした画像

吸引管

注射器

硬性内視鏡と透明シース

脳室

乳頭体

下垂体

松果体
小脳

　
ま
た
、
寝
た
き
り
の
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
原
因
の
約
40

％
は
脳
卒
中
の
後
遺
症
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
医
療
の
進
歩
に
よ
り
死
亡
率
は

年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
後

遺
症
が
残
り
介
護
を
必
要
と
す
る

人
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
脳
出
血
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
日
々
の
生
活
で
予
防
を

心
掛
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。（
図
３
）

■ 脳神経外科　外来診療表

治
療
方
法

　
出
血
部
位
に
関
係
な
く
、
小
さ

な
出
血
（
10
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
未
満
）

の
場
合
に
は
、
２
～
3
週
間
で
自

然
に
吸
収
さ
れ
る
た
め
手
術
を
せ

ず
に
経
過
を
見
守
り
ま
す
。

　
出
血
が
多
く
正
常
脳
へ
の
圧
迫

が
高
度
で
あ
っ
た
り
意
識
が
悪
い

場
合
に
は
手
術
を
考
慮
し
ま
す
。

　
手
術
で
は
、
以
前
は
大
き
く
頭

を
開
け
て
出
血
を
除
去
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
方
法
で
は
正
常
な

脳
も
壊
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
現
在
で
は
頭
蓋
骨
に
穴

を
開
け
て
血
を
抜
く
方
法
が
一
般

的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

■ 内視鏡的血腫除去術
透明シース（筒）を血腫内
に挿入し内視鏡と吸引管
をシース内に入れて血腫
を吸引する。

図３

　
私
た
ち
が
想
像
し
た
く
な
い
自
分
の
老
後
、
そ
れ
は
「
寝
た
き
り
の
自
分
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
な
体
で
多
く
の
人
と
快
活
に
交
わ
り
若
々
し
く
笑
顔
で
過
ご
す
。
そ
ん
な

理
想
的
な
老
後
の
姿
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
そ
の
理
想
に
立
ち
は
だ
か
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
「
脳
卒
中
の
後
遺
症
」
が
あ
り

ま
す
。

　「
脳
卒
中
」
と
は
、脳
の
血
管
障
害
に
よ
り
脳
の
組
織
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
様
々

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
総
称
で
す
。

　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」「
脳
梗
塞
」が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
前
兆
が
な
く
突
然
起
こ
り
や
す
い
「
脳
出
血
」
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

図１

図2

図4

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
日
々
の
予
防
や
早
期
診
療
を
心

掛
け
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
や

か
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

の

脳出血部位

■ 脳検診・脳ドックお問い合わせ先 ： ドックセンター　☎ 027-253-5174

脳出血の予防ポイント



一年を締めくくる年末の風物詩「餅つき大会」が
今年も開催されました。
入居者様からの大きな声援に合わせて

「ペッタン！ペッタン！」と力強くお餅をつきます!!
勇ましく杵を振り上げる入居者様もいらっしゃり
大盛り上がり!!
入居者様と一緒についたお餅はとても柔らかく
最高の仕上がりです。

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

行事紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

クリスマス会最後のお楽しみはハズレなし
の大抽選会です。
見事1等を引き当てた入居者様には
電気ケトルが大当たり!!
大変喜ばれていらっしゃいました。

今年も年末恒例行事のクリスマス会が開催され
ました。
入居者様に少しでも喜んでいただけるよう今回は
職員余興で「二人羽織」にイザ挑戦!!
入居者様の掛け声にのってがんばりましたが、
うまく口に入らなかったり職員の顔にケーキが
ついてしまうと大きな拍手や歓声が上がりとても
盛り上がりました。

つきたてのお餅を一つ一つ丁寧に丸め
「あんこ」を包んで完成!!
入居者様と協力して作ったお餅は格別の
味わいです。
多くの入居者様に参加していただきとても
楽しい時間を過ごすことができました。
また来年も楽しい餅つき大会にしましょうね!!

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

行事紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

今年のクリスマス会は利用者様と一緒に
プリンアラモードを作りました。
テーブルごとに協力しながら、思い思いにフルーツや
生クリームをプリンにトッピング!!
皆様それぞれのお好みでオリジナルプリンアラモード
が完成!!

「自分で作ったおやつは美味しいね」と喜んで
お召し上がりいただきました。

最後にはサンタクロースから利用者様全員に
クリスマスプレゼントを贈呈!!
職員が心を込めて選んだあたたかい
靴下などのプレゼントに利用者様も満面の笑み。
やさしい雰囲気に包まれたとても楽しい
クリスマス会となりました。

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

行事紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介
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餅つき大会 12
11

クリスマス会 12
19

クリスマス会
12
17・18

皆様により良いサービスを提供するために毎月実施している職員研修会!!
今月は「排泄・尿失禁の介護」についての研修です。
当事業所の手順書や教則本を参考にオムツ交換の実習を行いました。
利用者様一人一人を思い出しながらその方に合った最善の交換方法を
全職員で話し合いました。
この実習で学んだ利用者様に安心していただけるオムツ交換を実施し
より良いサービスを提供して参ります。

◇習得事項
　＊ 羞恥心に配慮し素早く交換する。
　  技術面だけでなく麻痺や痛みを理解し失敗時の対応に気を配る。
　＊ オムツをすることで尿意がなくなったり鬱や認知症になってしまう
　  場合もあるため可能な限りオムツを使わない排泄を考える。

◇研修後の感想
　＊ 羞恥心を理解したうえで、利用者様との信頼関係を大事にして行う
　  ことが大切だと改めて感じました。
　＊ 利用者様の麻痺や症状・体調・体型などにより方法が異なるので
　  その方に合った最適な交換を考えて行いたいと思います。

全体研修会 12
17

実際のサービスに
活かして参ります！



「どんど焼き」は家々から正月の松飾や注連縄など
を持ち寄って焼くという日本の伝統文化!!
やはり群馬はご当地のためダルマがたくさん
奉納されておりとても鮮やかです。

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

行事紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

軽費老人ホーム

行事紹介

通所介護事業所

行事紹介

訪問介護事業所

行事紹介

介護付有料老人ホーム

行事紹介

特別養護老人ホーム

行事紹介

毎年恒例の職員による余興は…
仮装ダンスと二人羽織です。
いつもと違う雰囲気の職員を前に入居者様も
大笑いで楽しんでいらっしゃいました。

今年も皆様が
楽しみにされていた「クリスマス会」が

盛大に開催されました。

地域の皆様方には楽しませていただいて

本当にありがとうございました♪

今年も入居者様全員にクリスマスプレゼントを贈呈!!
心を込めて「小物入れ」を送らせていただきました。

新春の澄みわたる晴れやかな朝。
前橋問屋町自治会の皆様が毎年行っている地域の
恒例行事「どんど焼き」に入居者の方 と々参加させて
いただきました。

8Vol.69

前橋問屋町自治会長

設楽 正治 様

問屋町のどんど焼きは今から25年程前から行われています。
１年の無病息災と五穀豊穣を祈って行われているものです。
正月の松飾や注連縄を燃やすのもお正月の神様に煙にのって
天に帰っていただくという習わしがあります。
こういった行事は、入居者の方々に生活感を味わっていただき良い
気分転換になると思いますので、これからも是非ご参加下さいね。

クリスマス会
12

24
どんど焼き〜お正月の風物詩〜 1

12
H27

ひととおり焼き上がったあとは残り火で団子を焼き上げて
皆でいただきました。
これを食べるとその1年間健康に無病息災でいられるという
ありがたいお団子です!!
その他にも地域の方々が作ってくださった美味しい甘酒や
お汁粉・豚汁を頂いて身も心もホッコリと温まりました。

火が付けられるとあっという間に燃え広がり
竹の爆ぜる音が「パァーン!!」と鳴り響きます。
ちなみにこの音は災いを退けると言い伝えられて
いるそうです。
それも納得の小気味いい音でした♪

職員の余興にもプレゼントにもすごく喜んでいただき、

入居者様のたくさんの笑顔や笑い声に包み込まれて

会場は大盛り上がり!!

また来年もご一緒に楽しみましょうね♪

インタビュー



七
草
粥

監修 ／ 特別養護老人ホーム施設長 兼 配置医師

佐藤 美恵 SATO MIE
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ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果

セ
ル
フ
予
防
対
策

流
行
の
ピ
ー
ク

合
併
症
に
も
要
注
意
!!

　
今
回
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
吉
田
様
よ
り
、ご
趣
味
で
作
成
さ
れ
て

い
る
手
芸
細
工
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　
吉
田
様
は
、小
さ
い
頃
か
ら
手
芸
が
好
き
で
女
学
校
卒
業
後
に

手
芸
の
専
門
学
校
へ
進
学
さ
れ
、卒
業
後
は
ご
自
宅
で
編
み
物
を

教
え
て
い
た
と
の
こ
と
。

　
職
員
も
驚
く
ほ
ど
繊
細
に
つ
く
り
こ
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

の
数
々
は
、若
か
り
し
頃
か
ら
培
か
わ
れ
た
プ
ロ
顔
負
け
の
技
術

の
お
か
げ
な
ん
で
す
ね
!! 

職
員
一
同
納
得
で
す
。

　
心
優
し
い
吉
田
様
は
、お
創
り
に
な
っ
た
作
品
を
通
わ
れ
て
い

る
当
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
友
人
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
頂
い
た
ご
友
人
の
方
は
と
て
も
喜
ん
で
次
を
心
待
ち
に
し
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、全
て
の
作
品
は
残
し
て
お
い

た
古
い
布
切
れ
を
集
め
て
創
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

　
物
を
大
切
に
さ
れ
る
お
気
持
ち
を

職
員
も
見
習
い
ま
す
ね
!!

　
今
度
は
職
員
も
教
え
て
貰
い
に
伺

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インフルエンザかどうかの判別は、病院へ行けば診断
キット（迅速診断法）により15分〜30分程でわかります。
急に高熱がでて、だるさや頭痛・関節痛などが
みられたら早めに受診しましょう!!

（一般例） インフルエンザ 風邪

体　　温 38℃以上の高熱 38℃未満の発熱

初期症状
悪寒・だるさ・頭痛・

関節痛・筋肉痛

咳・くしゃみ・鼻水

のどの痛み・痰

〜年始の
            風習〜
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所 毎日のお食事が皆様の健康や活力アップの
お手伝いとなるよう心を込めて提供しています

　
日
本
で
は
昔
か
ら
、
人
日
の
節
句

（
１
月
７
日
）に
７
種
の
野
菜
が
入
っ

た
「
七
草
粥
」を
食
べ
る
と
「
邪
気

が
払
わ
れ
万
病
を
除
く
」と
言
い
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
代
に
至
る
ま
で
日
本
の
美
し
い

食
文
化
と
し
て
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
当
会
で
も
、
利
用
者
様
の
ご
長
寿

と
健
康
を
祈
念
し
て
、
１
月
７
日
の

昼
食
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

て
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
七
草
粥
」が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
正
月
は
お
い
し
い
食
事
に
囲
ま

れ
て
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い

胃
腸
が
弱
り
が
ち
で
す
。

　「
七
草
粥
」は
、お
正
月
の
ご
馳
走

に
疲
れ
た
胃
腸
を
い
た
わ
る
の
に
丁

度
よ
く
、
青
菜
の
不
足
し
が
ち
な
冬

場
に
ビ
タ
ミ
ン
を
補
給
す
る
効
果
も

あ
り
ま
す
の
で
、
１
月
７
日
は
過
ぎ

ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
家
庭
で
も
ぜ

ひ
一
度
ご
賞
味
下
さ
い
。

軽費老人ホーム
ケアハウス元総社　在住

七草粥 （203㎉）

吉
よし

田
だ

　妙
たえ

子
こ

 様（87歳）

管理栄養士鈴木 裕子

精白米……………… 55g
大根………………… 10g
生椎茸………………… 5g
小松菜……………… 10g
人参………………… 10g
かぶ………………… 10g
せり…………………… 3g
みつば………………… 3g
食塩………………… 0.8g
だし汁………………180g

①椎茸・大根・人参を鍋で煮る。

②せり・小松菜・みつばを下茹でして
やわらかくしておく。

③①をだし汁・塩で少し濃いめに
　味付する。

④③を再度沸かし火を止めて②を
　入れる。

⑤粥を器に入れ④を上から盛り付け
て菜箸等で少し混ぜて完成!!

�インフルエンザと風邪の症状の違い

材料（1人分）

≪手毬≫

≪ミニチュア着物≫

≪クッション≫

注意

①
マ
ス
ク
の
着
用

　

マ
ス
ク
を
し
て
も
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
普
通
の
マ
ス
ク
で
ウ
イ
ル
ス
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
、
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で
の
ど
や

鼻
の
粘
膜
を
冷
え
や
乾
燥
か
ら
守
り
、
ウ
イ

ル
ス
が
繁
殖
し
に
く
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
流
行
期
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

②
湿
度
を
上
げ
る

　

ウ
イ
ル
ス
の
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
、
加
湿

器
な
ど
で
部
屋
の
湿
度
を
上
げ
る
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

　

加
湿
機
が
な
い
場
合
に
は
、
濡
れ
タ
オ
ル

を
吊
る
し
た
り
、花
瓶
に
生
花
を
生
け
た
り
、

鉢
植
え
の
観
葉
植
物
を
置
い
て
お
く
だ
け
で

も
湿
度
を
上
げ
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

③
手
洗
と
う
が
い

　

外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
の
手
洗
い
と
う
が

い
は
感
染
予
防
の
基
本
で
す
の
で
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

と
く
に
手
洗
い
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
は

洗
っ
た
つ
も
り
で
も
洗
い
残
し
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

手
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
か
ら
感
染
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
細
か
く
き
ち
ん
と
洗
い
ま

し
ょ
う
。（
図
２
）

　
毎
年
12
月
〜
２
月
に
か
け
て
の
厳
冬
期
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
県
内
で
は
、今
年
も
既
に
流
行
が
始
ま
り
感
染
拡

大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
に
は
合
併
症
に
も
要
注

意
で
す
。

　
と
く
に
気
を
付
け
た
い
の
は
肺
炎
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
熱
が
な
か
な
か
引
か
ず
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
た
ら
肺
炎
や
気
管
支
炎
を
起
こ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
際
に
は

１
０
０
０
人
以
上
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
と
く
に
高
齢
者
の
場
合
に
は
生
命

に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
早
め
に
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
」が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
率
が
約
20
％
程
度
に
低
減
さ
れ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
高
齢
者
の
場
合
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
重
症
化
や
合
併
症
が
抑
え
ら
れ
、死
亡
率
が
約

80
％
も
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の

接
種
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
で
で
き
る
予
防
法
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

風
邪
も
基
本
は
同
じ
で
「
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な

い
」こ
と
で
す
。

　
冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
の
ウ
イ

ル
ス
は
寒
さ
や
乾
燥
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
予
防
と
し
て
そ
の
反
対
の
環
境
を
つ

く
る
こ
と
を
心
掛
け
流
行
期
を
元
気
に
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

図1

正しい手洗いの方法図2
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ご意見・ご感想おまちしております！

027-256-7788

027-256-7755
yokokai@at.wakwak.com

社会福祉法人  陽光会
〒 371-0855 群馬県前橋市問屋町 1-5-4

http://www.yokokai.or.jp

（大代表）
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関連施設 Institution関連施設 Institution関連施設

地域医療福祉連携室 TEL : 027-253-4108　FAX : 027-253-4135

群馬老人保健センター 陽光苑 TEL : 027-253-3310　FAX : 027-254-3302

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-26-8

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-26-8

〒371-0847 群馬県前橋市大友町3-22-9

〒371-0846 群馬県前橋市元総社町2-1-9

〒371-0023 群馬県前橋市本町1-17-4

居宅介護支援事業所
ケアプランセンター老研

TEL : 027-253-3398　FAX : 027-254-3836

訪問看護ステーション ひまわり TEL : 027-252-3305　FAX : 027-253-8222

前橋市地域包括支援センター 西部 TEL : 027-255-3100　FAX : 027-254-3836

老年病研究所附属 高玉診療所 TEL : 027-223-1414　FAX : 027-225-0223

グループホームひまわり TEL : 027-253-3322　FAX : 027-254-3836

公益財団法人 老年病研究所附属病院 TEL : 027-253-3311（代） FAX : 027-252-7575（代）

〒371-0846 群馬県前橋市元総社町2-1-7TEL : 027-256-7782　FAX : 027-256-7789軽費老人ホーム ケアハウス元総社

TEL : 027-256-7780　FAX : 027-256-7783通所介護事業所
デイサービスセンター元総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4

TEL : 027-256-7781　FAX : 027-256-7783訪問介護事業所
ホームヘルパーステーション元総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4社会福祉法人 陽光会 TEL : 027-256-7788（代） FAX : 027-256-7755（代）

認知症疾患医療センター TEL : 027-252-7811　FAX : 027-253-4135

〒371-0852 群馬県前橋市総社町総社2724-1TEL : 027-280-5533　FAX : 027-280-5532介護付有料老人ホーム サンヒルズ総社

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-5-4TEL : 027-253-4165　FAX : 027-253-4166特別養護老人ホーム サンライフ問屋町
軽費老人ホーム ケアハウス元総社

（公財） 老年病研究所グループ全景

介護付有料老人ホーム サンヒルズ総社

特別養護老人ホーム サンライフ問屋町


